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梅
雨
が
あ
け
て
前

期
試
験
も
終
わ
り
、

待
ち
に
待
っ
た
夏
期

休
暇
が
や
っ
て
き

た
。
国
内
外
へ
の
旅

行
を
計
画
し
た
り
ゼ

ミ
や
サ
ー
ク
ル
の
合
宿
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
諸
君
も
多

い
こ
と
と
思
う
。
今
夏
は
東

日
本
大
震
災
後
４
度
目
の
夏

休
み
と
な
る
。
被
災
し
た
地

域
を
観
光
客
と
し
て
訪
れ
て

み
る
こ
と
で
も
地
域
の
復
興

に
貢
献
で
き
る
だ
ろ
う
。
長

い
夏
休
み
を
健
康
に
注
意
し

て
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

海
や
山
に
出
か
け
る
際
に

は
あ
ら
か
じ
め
十
分
な
計
画

と
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
睡
眠
な
ど
の
十
分
な
休

息
を
と
ら
ず
に
一
気
に
山
頂

を
め
ざ
す
�
弾
丸
登
山
�
な

ど
は
絶
対
に
や
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
最
近
は
急
な
天
候

の
変
化
や
局
地
的
な
豪
雨
な

ど
に
よ
る
災
害
が
増
え
て
い

る
。天
候
の
変
化
に
注
意
し
、

決
し
て
無
理
な
行
動
を
と
ら

な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
屋
内
、
屋
外
を
問
わ

ず
、
早
め
の
水
分
補
給
を
心

が
け
て
ほ
し
い
。ま
た
、海
外

に
渡
航
す
る
際
に
は
、
現
地

の
安
全
情
報
を
入
手
し
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
注

意
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、こ
れ

ま
で
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
と
呼
ば

れ
て
い
た
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を

は
じ
め
、
違
法
薬
物
、
大
麻

等
に
絡
む
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
分
別
あ
る
行
動

を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
ポ
ー
タ
ル
や
学
生

生
活
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
夏
期
休
暇
中
の
飲
酒
事

故
、
山
岳
・
水
難
事
故
の
防

止
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に

緊
急
時
の
連
絡
先
を
掲
載
し

て
い
る
の
で
、
ご
一
読
い
た

だ
き
た
い
。

本
年
度
の
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
奨
学
生

に
吉
田
伸
吾
さ
ん
（
法
１
）
が
選
出
さ

れ
、
７
月
１４
日
、
白
藤
博
行
法
学
部
長

が
出
席
し
て
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
贈
呈

証
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

車
椅
子
生
活
の
吉
田
さ
ん
は
弁
護
士

を
目
指
し
て
い
る
。「
今
後
も
一
生
懸
命

勉
学
に
励
み
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

公
益
財
団
法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団

は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
々
の
自

立
と
社
会
参
加
へ
の
支
援
を
目
的
に
１

９
９
３
年
に
設
立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
通
じ
て
障
が
い
者
の
自
立
を
支

援
し
て
い
る
。

海
外
で
の
調
査
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
な
ど
に
参
加
す
る
学
生
を

支
援
す
る
海
外
研
修
・
国
際

交
流
奨
励
制
度
の
２
０
１
４

年
度
前
期
奨
励
生
（
個
人
３

人
）
が
決
定
し
た
。

氏
名
と
渡
航
目
的
、
渡
航

先
、
渡
航
期
間
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
）。

▽
富
樫
康
大
（
法
３
）
「
イ

ン
ド
ビ
ハ
ー
ル
州
現
地
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
の
活
動
」
（
イ
ン
ド
、

８
月
２４
日
～
９
月
７
日
）

▽
齋
藤
遼
太
（
経
営
３
）「
キ

リ
ス
ト
教
巡
礼
に
お
い
て
宗

教
学
習
と
巡
礼
者
と
の
交

流
」
（
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ラ
ン

ス
、
８
月
５
日
～
９
月
１９

日
）

▽
飯
田
信
一
（
ネ
ッ
ト
情
報

２
）
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー

ク
に
よ
る
タ
イ
仏
教
入
門
」

（
タ
イ
、
８
月
５
～
１８
日
）

海
外
に
渡
航
す
る
学
生
の
危
機
管
理

意
識
の
向
上
を
目
指
し
た
「
海
外
安
全

セ
ミ
ナ
ー
」
が
７
月
１９
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
∥
写
真
。
危
機

管
理
の
専
門
家
で
あ
る
海
外
留
学
生
安

全
対
策
協
議
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
）
理
事

の
服
部
誠
氏
が
講
師
を
務
め
、
日
本
と

現
地
で
の
生
活
・
文
化
・
犯
罪
率
の
違

い
な
ど
を
挙
げ
な
が
ら
、
事
故
予
防
の

心
得
を
伝
え
た
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
夏
期

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
海
外
特
別
研

修
」（
経
済
学
部
正
課
海
外
研
修
）、「
日

本
語
教
育
実
習
」
（
文
学
部
正
課
海
外

研
修
）
な
ど
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参

加
者
ら
、
今
夏
に
海
外
渡
航
を
予
定
し

て
い
る
約
６０
人
が
参
加
。
安
全
な
留
学

生
活
や
海
外
研
修
を
送
る
た
め
の
留
意

点
を
学
ん
だ
。

学
生
の
幅
広
い
能
力
と
創
造
性
を
生

か
し
た
論
文
や
文
芸
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
入
賞
作
品
は
印
刷
・
製
本
し
、
配

布
す
る
予
定
で
す
。

【
懸
賞
論
文
】
▽
応
募
資
格
∥
本
学
学

部
生
▽
テ
ー
マ
∥
①
学
生
時
代
に
体
験

す
べ
き
こ
と
②
人
と
人
の
絆
を
深
め
る

た
め
に
③
知
の
探
求
と
そ
の
実
践
―
の

３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
選
択
▽
書
式

∥
Ａ
４
（
縦
）
に
横
書
き
、
一
行
４０
字

×
３０
行
▽
字
数
∥
１
万
２
０
０
０
字
程

度【
文
芸
作
品
】
▽
応
募
資
格
∥
本
学
学

部
生
お
よ
び
大
学
院
生
▽
テ
ー
マ
∥
自

由
▽
書
式
∥
Ａ
４
（
横
）
に
縦
書
き
、

一
行
４０
字
×
２０
行
▽
字
数
∥
２
万
字
程

度
。
４
０
０
０
～
８
０
０
０
字
の
短
編

も
可

【
表
彰
】
▽
鳳
賞
（
各
１
点
）
∥
２０
万

円
▽
柘
植
光
彦
文
学
賞
（
文
芸
作
品
の

み
１
点
）
∥
２０
万
円
▽
優
秀
賞
（
各
数

点
）
∥
５
万
円
▽
佳
作
（
各
数
点
）
２

万
円
▽
努
力
賞
（
入
賞
者
以
外
の
応
募

者
全
員
）
∥
図
書
券

【
提
出
】
▽
提
出
方
法
∥
懸
賞
論
文
は

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
紙
原
稿
１
部
お

よ
び
電
子
デ
ー
タ
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

／
文
芸
作
品
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た

紙
原
稿
４
部
▽
提
出
先
∥
学
生
生
活
課

（
生
田
・
神
田
）
、
二
部
事
務
課
▽
提
出

期
間
∥
９
月
２２
日
（
月
）
～
２７
日
（
土
）

※
応
募
に
際
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
募
集
要
項
を
必
ず

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

連
合
県
人
会
が

主
催
す
る
「
第
４８

回
川
島
正
次
郎
杯

争
奪
野
球
大
会
」

の
決
勝
戦
が
７
月

１８
日
、
川
崎
市
高

津
区
の
宇
奈
根
球

場
で
行
わ
れ
、「
横

浜
シ
ー
ク
レ
ッ
ツ
」
が
「
フ

ァ
イ
タ
ー
ス
」
に
５
―
２
で

勝
利
。
参
加
３０
チ
ー
ム
の
頂

点
に
立
っ
た
。

大
島
慶
亮
実
行
委
員
長

（
経
営
４
）
は
「
梅
雨
や
台

風
の
影
響
で
日
程
調
整
に
苦

労
し
た
が
、
参
加
チ
ー
ム
の

協
力
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
歴

史
あ
る
大
会
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
て
、
良
か
っ

た
」
と
感
想
を
話
し
た
。

〈
学
生
部
〉

自
己
表
現
＆
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
講
座

「
相
手
に
好
印
象
を
与
え

る
話
し
方
は
？
」
「
聞
き
取

り
や
す
い
ス
ピ
ー
ド
は
？
」

―
専
門
家
の
講
義
と
実
技
に

よ
る
講
座
を
開
催
。

▽
日
時
∥
９
月
１９
日
（
金
）

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分
▽
場

所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１４
階

喫
茶
室
▽
参
加
無
料
▽
講
師

∥
堀
川
美
紀
氏
（
イ
メ
ー
ジ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
「O

n
C
o

l
o
r

」
代
表
、
元
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎

日
放
送
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ス
タ

ー
）
▽
申
込
期
間
∥
９
月
１２

日
（
金
）
ま
で
▽
定
員
∥
２５

人□申
神
田
学
生
生
活
課E- m

a

i
l

‥k
g
a
k
u
s
e
i
@
a
c
c
.

s
e
n
s
h
u
- u
.
a
c
.
j
p

〈
学
生
部
・
学
生
相
談
室
〉

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
セ
ミ
ナ

ー
肌
や
瞳
、
髪
の
色
を
分
析

し
、
自
分
に
も
っ
と
も
似
合

う
ベ
ス
ト
カ
ラ
ー
を
見
つ
け

よ
う
。

▽
日
時
∥
９
月
２０
日
（
土
）

１３
時
～
１５
時
▽
場
所
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
９２
Ｂ
会

議
室
▽
参
加
無
料
▽
講
師
∥

大
貫
い
つ
き
氏
（
カ
ラ
リ
ス

ト
、
日
本
色
彩
学
会
会
員
）

▽
持
ち
物
∥
鏡
、
筆
記
用

具
、
髪
の
長
い
人
は
髪
を
留

め
る
も
の
▽
申
込
期
間
∥
９

月
１０
日
（
水
）
ま
で
▽
募
集

人
数
∥
３０
人

□申
生
田
学
生
生
活
課

※
神
田
の
学
生
は
電
話
申
し

込
み
可
（
☎
０
４
４
・
９
１

１
・
１
２
６
７
）
。
な
お
、

２
０
１
５
年
１
月
２８

日

（
水
）
に
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
も
開
催
予
定
。

〈
学
生
生
活
課
〉

手
話
講
習
会

生
田
、
神
田
の
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
。
生
田
は
あ
い

さ
つ
や
自
己
紹
介
な
ど
を
学

ぶ
初
心
者
向
け
。
神
田
は
前

期
に
実
施
さ
れ
た
講
座
の
復

習
と
、
新
し
い
単
語
の
習
得

を
目
指
す
中
級
編
。

【
生
田
】
▽
日
程
∥
９
月
２９

日
～
１２
月
１
日
（
毎
週
月
曜

日
、
全
９
回
）
▽
場
所
∥
４

１
１
教
室
▽
申
込
期
間
∥
９

月
２７
日
（
土
）
ま
で
▽
定
員

∥
１５
人

【
神
田
】
▽
日
程
∥
１０
月
２０

日
～
１１
月
１７
日
（
毎
週
月
曜

日
、
全
４
回
）
▽
場
所
∥
２

０
３
教
室
▽
申
込
期
間
∥
９

月
２
日
（
火
）
～
１０
月
１３
日

（
月
）
▽
定
員
∥
２０
人

※
い
ず
れ
も
参
加
無
料
で
、

時
間
は
１６
時
３５
分
～
１８
時
５

分
。
申
し
込
み
は
各
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
生
生
活
課
窓
口

へ
。

我
が
家
に
は
「
た
ま
」

と
い
う
年
寄
り
ネ
コ
が
居

る
が
、
２
、
３
カ
月
前
か

ら
２
匹
の
ネ
コ
が
出
入
り

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛

並
み
は
良
い
が
、
ど
う
や

ら
訳
あ
り
の
夫
婦

者
と
見
た
。
食
事

の
時
間
に
な
る
と

オ
ス
の
方
が
ど
こ

か
ら
か
現
れ
、
た

ま
の
ラ
ン
チ
を
食

ら
う
。
た
ま
は
黙

っ
て
見
て
い
る

し
、
人
間
の
方

も
、
こ
れ
ま
た
黙

っ
て
見
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
ネ
コ

は
２
匹
だ
け
か
と
思
っ
た

が
、
納
屋
の
方
で
も
声
が

す
る
。
困
っ
た
。
仕
方
な

く
追
い
出
し
た
が
、
追
い

出
さ
れ
た
子
ネ
コ
は
、
今

度
は
家
の
中
へ
飛
び
込

み
、
そ
こ
で
、
た
ま
た
ま

た
ま
の
ラ
ン
チ
ボ
ウ
ル
が

目
に
入
っ
た
か
ら
、
さ
あ

大
変
。「
何
だ
、こ
れ
は
」。

も
う
何
が
何
だ
か
分
か
ら

な
い
。
自
分
が
、
今
、
何

で
こ
こ
に
居
る
の
か
も
忘

れ
た
様
子
。
こ
う
な
る

と
、
も
う
、
ち
ょ
っ
と
や

そ
っ
と
で
は
動
じ
な
い
。

一
度
こ
う
い
う
経
験
を

す
る
と
、
誰
で
も
度
胸
が

据
わ
る
も
の
だ
。
と
い
う

わ
け
で
、
こ
の
チ
ビ
も
以

後
ラ
ン
チ
を
ね
だ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
家
人
は
こ
の

チ
ビ
が
、
毛
並
み
も
良
い

し
、
た
い
そ
う
気
に
入
っ

て
家
に
置
き
た
い
と
考
え

た
。
だ
が
、
そ
れ
を
決
め

る
の
は
た
ま
だ
。
そ
も
そ

も
人
間
が
口
の
挟
め
る
話

で
は
な
い
。
す
る
と
（
と

言
う
の
も
変
だ
が
）
、
親

ネ
コ
が
急
に
見
え
な
く
な

っ
た
。
た
ま
よ
り
大
分
若

い
母
ネ
コ
は
、
子
供
が
餌

を
食
べ
て
い
る
間
も
家
の

中
へ
入
ろ
う
と
せ
ず
、
戸

口
か
ら
見
て
い
る
だ
け
だ

っ
た
が
、
そ
の
子
供
を
残

し
て
姿
を
消
し
た
の
だ
。

母
ネ
コ
は
自
分
の
娘
に
、

自
分
と
は
違
う
一
生
を
送

ら
せ
た
か
っ
た
に
相
違
な

く
、
そ
の
母
心
に
た
ま
が

応
え
て
や
っ
た
。

夏
去
れ
ば
、
秋
が
来
て

冬
が
来
る
。
野
良
猫
は
家

猫
の
半
生
も
生
き
ら
れ
ま

い
が
、
母
ネ
コ
は
そ
れ
で

も
き
っ
と
生
き
つ
づ
け
る

だ
ろ
う
。

（
学
生
部
）

◀

阿
藤
学
生
部
長
（
左
か
ら
２
人
目
）
と
前
期
奨
励
生

夏
休
み
を
有
意
義
に

懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
者
募
集

阿
藤

正
道

学
生
部
長

母子猫の話

事件・事故を防ぎ

天候情報にも注意

◀

優
勝
し
た
「
横
浜

シ
ー
ク
レ
ッ
ツ
」

前
期
海
外
研
修
・
国
際

交
流
奨
励
生
に
３
人

横浜シークレッツがＶ

川
島
杯


争
奪
野
球

事故防止の心得学ぶ

ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
奨
学
生

吉
田
さ
ん
（
法
１
）

海外安全
セミナー

▶

吉
田
さ
ん
（
前
列
）
と
白
藤

法
学
部
長
（
右
端
）
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